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LECTURES GIDIENNES • 1

ジッドの結婚生活 について今なにを語 りうるか

サ ラ ・ オ ー セ イ ユ 『マ ド レ ー ヌ ・ ジ ッ ド』

吉 井 亮 雄

近現代のフランスにおいて,お そらくジッドほど実人生と創作とが分かちが

たく結びついた作家はいないのではないか。なるほど,た だ単に自伝的要素を

創作の素材として利用 したということだけならば,程 度の差はあれ あらゆる

作家についていえることだろう。だが,利 用の多寡が問題なのではない。 ジッ

ドが文学史上固有の地位を主張 しうるのは,あ る文学的戦略を早 くか ら選択

し,以 後ゆ らぐことなくそれを実践 しつづけたからだ。すなわち,自 己を禁忌

とする逆説的なナルシシスムを育み,こ れに縛 られ導かれて,つ いには嫌悪 と

執着とが混清 し,現 実 と虚構 とが分別 しがたい自伝空間を生きる,そ して行為

と書物とが振れあい織 りなす 「生」の総体そのものをひとつの 「作品」 として

提示する,と いう戦略である。必然的に,こ の作家を論ずるばあい,伝 記的 ・

実証的事実という差異指標の参照を忌避 し,こ とさらテクス トの独 自性を言い

立てることにさほどの意義があるとは思われない。 じつさい,あ くまで掩蔽 さ

れつづける主体=主 題 と,そ のまわりに執拗に築かれる言説や行為 とのあいだ

に成立する,虚 実 とりまぜた ドラマじたいがすでに異様なほど豊饒であるのに

たい し,純 然たるテクス トロジーから導きだされた 「複数的解釈」のほうがむ

しろ逆に制限的 ・図式還元的で,厚 みと魅力に欠けるという皮肉な例はけつし

て稀ではない。

ジッドがはじめは親 しい従弟として,つ づいては配偶者 としてマ ドレーヌと

結んだ関係の重要性については,も はや贅言を要すまい。 とりわけ作家活動期

間の大半をカバーする結婚生活は,時 間的な長さからばかりか,性 的交渉をと

もなわぬ 「白い結婚」をはじめとするその特異な形態からも,わ れわれの関心

をつよく引きつけてやまない問題である。 しか しながら時の流れのなかで紡が

れ またほどけていく夫婦関係の機微は,ほ んらい外部からは容易にうかがい

知れないものだ。 ジッド夫妻のばあいもけっしてその例外ではなく,物 理的な

[95]



96

制約による情報の不足や偏りが実態の具体的な把握をはばんでいる。最大の障

壁は,青 年期か ら日々かわされ 公刊 されていれば決定的な資料となつたにち

がいない2人 の往復書簡の大部分が事実上参照不可能であることだろう。つま

り,少 な く見つ もつて も千通以上と推定されるジッド書簡 は,1918年6月,

夫が同性愛の相手マルク ・アレグレ青年 とイギリスに旅立つたことに絶望 した

妻の手によつてすべて焼 きすてられてしまつたし,量 的にほぼ同等のマ ドレー

ヌ書簡のほうも,複 雑な事情がからんで,あ る時期か らはほとんど門外不出の

状態がつづいているのである1)。結婚生活 についてはしばしばスキャンダラス

な側面ばかりが強調 されてきた嫌いがあるだけに,ま た母ジュリエットにかん

してジッド自身が後年の回想で意識的に戯画化 し,一 般にも長いあいだひとつ

の神話 として流通 していた,過 度に厳格で権力的という母親像が,数 年前に出

版 された当事者間の往復書簡集によつてはじあて本来の姿に修正されたという

確固たる実例があるだけに2),夫 妻の日常を証すべき一次資料をめぐるこの現

状はまことに残念なことといわなければならない。

ジッドの日記 も,こ と結婚生活にかん しては多くを期待できない。 もともと

公刊された 『日記』か らは夫婦間の軋礫 ・懊悩などを述べた部分はすべて意識

的に削除されていたが,の ち 『今や彼女は汝のなかにあり』によって公にされ

た記述にして も,晩 年の妻のイメージがしばしば母のそれと重ねあわされてい

ることか ら窺われるように,夫 側の自己弁護的な色彩を否定できないのであ

る。またマ ドレーヌの日記 も存在するが,後 述するように,こ れは結婚前の短

い期間に限定されたもので,夫 婦生活とは直接には関係がない3)。さらに,マ

ルタン・デュ ・ガールの 『ア ンドレ・ジッドにかんする覚 え書』,マ リア ・

ヴァン・リセルベルグの 『プチッ ト・ダムの手記』など4),親 しい知人の記録

や証言もそれなりに具体的な情報をもたらして くれるが,結 局 はいずれも夫婦

関係の実態を謎 といぶかるだけで,決 定的な資料と呼ぶにはほど遠い。 くわえ

て,ジ ッドの没後まもなく立てつづけに発表された2つ の著書 も,問 題を十分

に検討 したとはとうてい認めがたい。まず,「物語」と銘 うたれたマ ックス ・

マルシャンの 『か けがえのない夫,あ るいはアン ドレ・ジッ ドの夫婦生活』

(1955年)は,全 体 としては,す でに流布 していたスキ ャンダラスな,あ るい

は戯画化された伝聞情報を活字化 したものといつてよく,今 日ではもはや受容

史 ・批評史における挿話的な価値 しかもたない5)。これにつづいたのが 『マ ド

レーヌとアンドレ・ジッド』(1956年)で ある。周知のように,マ ルシャンの

独断的な言説がそれなりの影響を一般 に及ぼすことをおそれたジャン・シュラ
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ンベルジエが,当 時従事 していたみずからの 『全集」の編纂を中断 して執筆 し

たものだ6)。たしかに同書 は,マ ドレーヌの日記やジッド宛書簡からの抜粋に

よつて,マ ルシャン前掲書 にくらべれば格段に実証的な体裁をととのえはした

が,引 用されたのは,カ トリーヌ・ジッドから託された大量の一次資料のうち

のごく一部分にすぎず,し かも,あ わただしい執筆の経緯や,ジ ッド宛書簡を

「この薄い紙束」 と呼んでいる点か ら,著 者が資料体の全貌を正確に把握 して

いなかったことは明白で,そ の見解を参照するにあたってはつねに一定の留保

が要求される。

こういつた種々の否定的な材料が原因 して,ジ ッドの結婚生活は,少 なくと

も新たな資料が発見 ・公刊されるまでは(し かもそれについて大 きな期待はも

てないのだが)危 険な主題として,と りわけ実証的研究が主流を占めるフラン

ス本国では敬遠されがちな状況がつづいていたのである。それだけに,マ ル

シャン,シ ュランベルジェか ら4半 世紀以上をへて,わ が国の先駆的なジッド

研究者 ・紹介者のひとりとして名高い新庄嘉章が果敢 にもこの困難な主題にと

りくんだことは特筆に値 しよう。その著書 『天国と地獄の結婚 ジッドとマ

ドレーヌ』(1983年)の 無駄のない引き締まった文体,臨 場感あふれる描写の

数々はさすがに見事といわねばならない7)。だがその反面おしまれるのは,同

書によつて発掘 ・提示された新規情報が実質的に皆無であるということだ。新

たな資料として 『プチット・ダムの手記』をはじめ数点が くわえ られてはいる

が,そ れ以外の典拠は総 じて古 く,研 究言説の参照にも偏りがみとめられ(た

とえば,刊 行当初から多くの事実誤認や不備が指摘され,そ の結果第1巻 のみ

で中絶 したピエール ・ド・ボワデッフルの 「アンドレ・ジッドの生涯』を しば

しば引 くいつぼう,実 証的ジッド研究の第一人者クロー ド・マルタンの 『アン

ドレ・ジッドの成年期』への言及がない),全 体的には既知事項の整理にとど

まったという印象をぬぐえない。その意欲的な試みにもかかわらず,ジ ッドの

結婚生活をめぐる謎の多 くは依然未解明のまま残されたのである。

*

以 上 の よ うな事 情 ・経 緯 が あ るだ け に,こ の た び パ リの ロベ ー ル ・ラフ ォ ン

社 か ら叢 書 「かつ て彼 女 あ りき」 中 の 一 点 と して 出 版 され た サ ラ ・オ ー セ イ ユ

の 『マ ド レー ヌ ・ジ ッ ド』 は ま さ に興 味津 々 の一 書 と いえ よ う8)。 は た して本

書 は,研 究 上 の空 隙 を埋 あ,わ れわ れ の期 待 に応 え て くれ るの だ ろ うか。
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著者オーセイユは文学の教授資格を取得 しているということだが,少 なくと

もジッド研究においては本書がはじあての業績である。その経歴等について

は,残 念ながら筆者はなにひとつ知るところがない。 いつぼう,標 題紙著者名

欄に彼女とならんで,「 その回想によって」本書の成立に参与 したと記されて

いるジャック ・ドルーアンについては,の ちの論述を容易にするためにも,こ

こで簡単な紹介をしておこう。彼は,ジ ッドやシュランベルジェ,コ ポーらと

ともに 「新フランス評論」を共同創刊 したマルセル ・ドルーアン(筆 名 ミシェ

ル ・アルノー)と,マ ドレーヌのす ぐ下の妹 ジャンヌとのあいだに,ド ミニク

につぐ次男として,1908年 にパ リで生まれた。 ジッド夫妻 にとっては甥 にあ

たる。とくにマ ドレーヌにとっては血のつながつた甥で,本 書裏表紙に記され

たように,「まさにマ ドレーヌの精神的な息子と自認 しうるほど,最 後の20年

間は彼女 と親 しく交 わり,彼 女を心か ら敬愛 した」人物である。 ちなみに

1977年 には,国 際学会的な性格の強い 「ジッ ド友の会」(本部は リヨン第2大

学ジッド研究センター)の 名誉会員に推されている。さらに余談なが ら,筆 者

は1986年2月 に知人を介 してこの人物と歓談する機会をもった。当時すでに

80歳 に手がとどこうとい う高齢であったが,事 柄の細部について彼の記憶は

しばしば鮮明かつ正確で,こ ちらの用意 していた質問にたいし,つ ぎつぎと記

憶の糸をたぐりながら返答する頭脳の若々しさ,さ まざまなエピソー ドを交え

た洒脱な話ぶ りにはとりわけ驚かされた。マ ドレーヌの実像が悪意ある中傷や

憶測によって極端に歪められていると強 く訴えていたこと,虚 像の伝播流布を

傍観 し,あ る意味ではその定着化に加担 してきたとして研究者,と くにフラン

スの実証的研究者にたいする不信を隠さなかったことも印象に残る。

さて,本 書の叙述部分は全部で310頁 ほどだが,章 立ては長いものでも20

頁前後,短 いものでは6頁 と,比 較的こまかく分割されており(全23章),そ

の多 くがそれぞれ生活のひとこまを描 くのに充てられている。 ここには,特 異

点をつなぐことで夫婦関係の推移を描 くのではなく,基 本的には穏やかに過ぎ

ゆく日常を浮 きぼりにしようという著者の意図を見 るべきであろう。 じっさ

い,厳 密な年代記述は意識的に省かれ,同 時にキュヴェルヴィルの家や周囲の

叙景が しばしば大きな位置をしある。たとえば,「周遊路」と題された第6章

はつぎのようにはじまる

外で は杉 の樹が,暗 い葉陰を真珠色に光 らせ る氷晶の重 みを うけなが ら,ほ とん ど

枝 をたわませ もせず に立 ってい る。 樹 は夜 どお しロ申き声 をあげていた。嵐が,突 風を
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鳴 りひびかせ,ま たその止 み間 に も不満 げな風音を残 して,枝 々を荒 っぽ く揺 さぶ っ

ていたのだ。 まるで満 ち潮 で岸 に押 し返 され るエ トル タの浜 砂利の音の よ うだつた。

(75頁)

あ るい は ま た,第11章 「ノル マ ンデ ィー のバ ラ」 の 冒頭一

マ ドレー ヌは,勇 定 ばさみを手 に,バ ラの木 を見て まわる.10月 は勇定 に適 した

時期だ。 この夏ア ン ドレと彼女 がイ タリアを再訪 したさい,夫 は,9月 にぎつしりと

た くさんの緋色の花をつけ る美 しいツルバ ラを もつて帰 るといつて きかなか った。だ

か ら彼女 は今,春 に はふたたび勢 いよ く芽 をふ くよ うに,木 の節 目よりも上の,花 が

つ いた枝を切 りお とすの に丹念 に励 んでい るのだ。(117頁)

このように全体 としては緩やかに日常生活が描かれてい くが,そ れで も本書

は,マ ドレーヌの人生を大 きく揺さぶ つたものとして,い くつかの事件をとり

あげざるをえない。すなわち,ま ずは母マチル ドの不貞と出奔である。この事

件は,わ ずか15歳 の少女を否応な く家長の地位 につかせ,そ れによって彼女

を早熟な大人へと急速に変貌 させていく。同時に,ジ ッドからの求婚を10年

の長きにわたって拒みつづけさせた原因のひとつともなったのである。すでに

触れた,夫 とアレグレ青年との同性愛関係の発覚が,こ れにつづ く第2の 事件

である。それまで夫とのあいだに積み上げられてきた愛の証をすべて焼きすて

たマ ドレーヌの絶望的行為にたいし,ジ ッドの悲嘆も尋常ではなかった。にも

かかわらずこの夫は,男 色弁護の書 『コリドン』の出版によって,み ずからの

性向を弁護せざるをえなかつたのである。さらに本書 は第3の 事件 として,自

分とは肉体関係を結ぶ ことのなかつた夫がマリア ・ヴァン・リセルベルグの娘

エリザベー トとのあいだに女児をもうけたという知 らせがマ ドレーヌを打ちの

あ したと主張している。前2件 については従来の実証的知見に照らしても妥当

な選択 といえようが,最 後のものについては本書独自の見解によるものなの

で,の ちに詳しく検討 したい。いずれにせよ,ど の苦難の時期もやがては諦観

と慈愛によつてのりこえられ,最 晩年にいたつて彼女にはついに平穏でゆるぎ

ない境地が訪れたというのが本書の大筋である。

叙述のスタイルか らもすでにあきらかだが,本 書の体裁は学術書のそれとは

対極的である。付注の類いはわずかに4つ のみ,出 典表記さえごく稀に作品名.

を挙げるだけで,書 誌や索引も備えないというように,通 常の学的装置は徹底

して排除される。このため情報の典拠にかん し厳密な区分をすることは容易で
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はないが,お そらくドルーアン証言には依存 していない,本 書の大半を占める

部分については,筆 者の目についたかぎりで も事実に反する記述が少なくな

い。例として,そ のいくつかを箇条書きふ うに挙げれば

*1890年,マ ドレーヌは最愛の父エ ミール ・ロンドーを亡 くす。その喪の

日々を描いた部分では,「だれか らの手紙 にも返事 をださず」,「4月,5月,

6月,7月 ……と」遺品の整理に没頭 していた彼女 は 「そこに未使用の2冊 の

手帳を見いだす。突然こらえがたい心の痛みに襲われた彼女は,机 につ き,書

きに書 く,も はや彼女の書いたものを読 むことはできないこの父に宛てて」

(46頁)と あったのち,「1890年 の暮になつてようや く彼女は,こ の年で唯一

のものとなる長い手紙を従弟 〔ジッド〕に送る」(47頁)と つづ く。すなおに

文脈にしたがうかぎり,マ ドレーヌの日記は同年内に書かれたことになる。だ

が実際にはこの日記は,1冊 目が1891年 の1月 から3月 にかけてジロンド県

アルカションで,ま た2冊 目はその大半が同 じ91年 の7月 から翌92年7月 に

かけてキュヴェルヴィルで書 きつがれたもので,本 書の記述はそれ じたい不正

確なばかりか,結 婚以前のジッドとの関係について も年譜的に要 らぬ誤解をま

ねきかねない。またエ ミールが この世を去 つたのは5月1日 のはずで,「4月

から遺品の整理」 とは,い ささか気が早すぎる。

*「1894年12月,マ ドレーヌは 〔自宅のあるルアンから〕パ リにもどるが,

短期間の滞在。というのは,北 アフリカか ら帰つたばかりのアンドレが再びあ

わただ しくかの地へ旅立 とうとしていたか らである」(95頁)。 ジッ ドの生涯

に決定的な刻印をのこすことになる初期の北アフリカ滞在に言及 した一節だ

が,2つ の旅行のあいだを占め,創 作上 も,ま た個人的な病理史 ・精神史にお

いて も大きな意味をもつスイス滞在にかんする記述が完全に欠落 し,結 果的に

はいかにも過度の自我解放にたいする反動が存在 しなかったかのような印象を

あたえる。 これでは,主 題的に 『地の糧』 と陰陽の関係をなす 『パ リュー ド』

(同月5日 脱稿)の 本来の姿も立ちあ らわれてこない。

*1905年 をあつかつた叙述 において,「 ジッドはパ リとノルマ ンディーを行

き来 しながら 『背徳者』の執筆をつづける。そして夜にはその一節を妻に読ん

で聞かせる」(138頁)と,作 家の最重要作品のひとつ(1902年 刊)に かんし

て信 じがたいアナクロニスム。

*マ ドレーヌ宛書簡が焼 きすてられた事件に関連する記述で,真 相を知 らさ

れた 「ジッドは夜を費やし,ゲ オンやコポー,シ ュランベルジェ,マ ルタン・

デュ ・ガールに手紙を送 つて,こ との次第を報告することになる」(226頁)
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とあ る。 だ が,す で に公 刊 され た各 往 復 書 簡 集 を 参 照 す れ ば容 易 に確 認 で き る

よ う に,4日 後(1918年11月25日)の シ ュ ラ ンベ ル ジ ェ宛 に 「君 に会 う必

要 が大 い に あ る,し か もで き るだ け長 く」 と,一 件 に つ い て相 談 を請 う旨 が ほ

の あ か され て い る だ け で9),オ ー セ イ ユ の い う よ うな 事 実 は文 献 上 存 在 しな

い。 と りわ け ゲ オ ンの名 が 引 か れ て い る こ と は,彼 が カ ト リシ ス ムに 回心 した

1916年 以 降 ジ ッ ドと の あ い だ に微 妙 な 溝 が 生 じて い た だ け に な お さ ら首 を傾

げ ざ るを え な い10)。

*「 この1927年,ジ ッ ドは ヴ ィ ラ ・モ ンモ ラ ン シー を 去 り 〔… 〕 ヴ ァノ ー街

の,ヴ ァ ン ・ リセ ル ベ ル グ家 と同 じ階 の アパ ル トマ ンに転 居 す る」(280頁)。

建 築 家 ル イ ・ボ ニ エ の 設 計 に も とづ き1904年 半 ば に 着 工 さ れ,翌 々年 一 応 の

完成 を見 た オ ー トゥイ ユ の家 が ジ ッ ドの期 待 を大 き く裏 切 る もの だ った こ とは

周 知 だ が,そ の所 有 期 間 につ い て は,ア レグ レ青 年 を 同 伴 した コ ンゴ旅 行 の 資

金 捻 出 の た め に1925年 に売 却 され た とす る もの な ど,研 究 者 の な か に もま ち

が つ た記 述 を お こな う もの が 絶 え な い。 正 確 な と ころ は,売 買 契 約 の 成 立 が

1928年5月,ヴ ァノ ー街 へ の 転 居 が 完 了 した の は同 年 の8月 で あ る。 な どな

ど… …11)。

以 上 は,単 純 に著 者 の不 注 意 や学 力 不 足 に起 因 す る誤 記 な い し不 備 と い つて

さ しつ か え あ る まい。 だ が,つ ぎの もの は これ らと は少 しばか り性 格 が こ とな

る。 問 題 に した い の は,マ ド レー ヌ の死 を あ つ か つた 箇 所 だ。1938年4月,

ヴ ァノ ー街 の アパ ル トマ ンに,キ ュ ヴ ェル ヴ ィル か らヴ ァ ラ ンチ ー ヌ の電 話 で

マ ドレー ヌ危 篤 の 報 が 入 る。 ジ ッ ドは朝 一 番 の汽 車 に乗 り,か ろ う じて 妻 の 臨

終 に間 にあ つた 。 そ して,彼 女 との あ い だ に以 下 の よ うな会 話 が交 わ され た と

い う

「マ ドレーヌ……」

「なに もお つしゃらないで。 あなたはおいで になるべ きで はなか ったわ」

「しつ。 わた しは もうここにいるのだか らね。司祭を呼んで ほ しいかい」

「わた しがわ た したちの信仰 〔プロテス タンチスム〕 を捨て たとお思 いなの?わ

た しは,た だ神 さまの前 で自分 のな した ことにつ いて答え さえすれば いいのよ」

「マ ドレー ヌ,わ た しを許 して くれるかい?」

「な にを許せ とお つしゃるの?わ た しにあたえ られた取 り分 はとて も割 りのよい

ものだ ったのよ。 わた しに は,あ なたの魂の最良 の部分,子 供 の頃や青年の頃の優 し

さが あったのだか ら。 その うえ,生 きる と死 ぬ とにか かわ りな く,わ た しはあなたの

晩年の魂 とともにあ ることが分か っているのだ し」(316-317頁)
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夫は妻のそばを片時 も離れず,こ の最後の一日をすごす。 もはや彼女はことば

を発せず,た だ夫を見つめ,そ のことばに耳をかたむけ,ほ ほ笑みを浮かべる

だけだ。だが,や がて今わのきわ,ひ とこと 「アンドレ……」 と眩いて息をひ

きとつた……。

事実であるならば,晩 年のジッドの精神生活を考えるうえで,き わあて大き

な意味をもつエピソー ドといえよう。 しかしながらこの迫真の場景は,単 なる

誤認の次元をはるかにこえるところで作 りだされた,ま つたくのフィクション

なのである。 ジッド自身の当時の証言を前にすれば,そ の虚構性は否定 しがた

い。すなわち,マ ドレーヌが身罷 った翌 日(4月18日),翻 訳家 ドロシー ・

ビュッシーに宛てた書簡で彼は,数 日来 シトレのイヴォンヌ ・ド・レストラン

ジュ宅に滞在 していたが,前 日の朝,電 話で急遽キュヴェルヴィルに呼びもど

されたこと,そ れに先立つ午前3時 頃,妻 が心臓発作をおこし,妹 と姪 とを枕

元に呼びよせていたこと,さ ほど苦 しまずにまもな く逝 ったこと,か ねてから

自分には臨終に立ち会ってほしくないといつていたこと,な どを報告 している

のだ12)。また,ひ と月後に書かれ,の ち 『今や彼女は汝のなかにあり』に収め

られる文章 にも,「彼女の言卜報を受けてあわただ しく帰 ってきた」云々と,ほ

ぼ同様の旨が記されているのである13)。ちなみに,最 期を見とつた 「妹 と姪」

とは,復 活祭の休暇をすごすためにキュヴェルヴィルに来ていたロンドー家の

次女 ジャンヌとその娘オディール(ジ ャック ・ドルーアンの母 と妹)の こと

で14),ジ ッドに連絡をとつたのもジャンヌであろうと推測される。いずれにし

て も三女ヴァランチーヌであつたはずはない。なにしろこの2番 目の妹 はすで

に同年2月,現 世に別れを告げていたのであり,お そ らくその末期の痛ましい

苦悶こそがマ ドレーヌに,み ずか らの臨終には夫が立ち会わぬことを願わさせ

ていたのだから……15)。

批判的 ・否定的な言辞がつづいた。だが,ジ ッド学の実証的蓄積に親 しんだ

者にとっては注意さえ怠 らなければ指摘 しうる事実誤認や脚色を,欠 陥 として

過大に考えるのはよそう。どのような史的著作 も誤謬 と無縁ではありえないの

だし,と りわけこの種の 「評伝」 にあつては,臨 場感を醸 しだすための会話や

場景の創出は 上記の例 はた しかにいささか度がす ぎるが ある程度公認

された手段ともいえるのだから。そして,本 書 も総体的に見れば,か ぎられた

紙幅のなかに少なからぬできごとをバランスよく,ま たほぼ事実どおりに描い

ているのだから。 さらに率直にいえば,わ れわれが期待するのは,す でに実証

的に確定 した事項 にかんするオーセイユの叙述やその想像力の豊かさなのでは
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なく,あ くまでもドルーアン証言にもとつ く新規情報なのだから。学術性を意

図 していると否 とにかかわらず,本 書の評価は畢寛,そ れ ら新規情報の正否検

討によつて下 されるべきなのである。

*

マ ドレー ヌ は生 前,エ リザ ベ ー ト ・ヴ ァ ン ・ リセ ル ベ ル グが1923年4月18

日 ア ヌ シ ーで 出産 した女 児 の実 父 が 自分 の夫 で あ る こ とを,は た して 知 つて い

たの だ ろ うか。2人 の結 婚 生 活 に お け る最 大 の謎 の ひ とつ で あ る。 シ ュ ラ ンベ

ル ジ ェや マ ル タ ン ・デ ュ ・ガ ー ル ら親 しい友 人 へ の 折 々 の 告 白 に よ つて,ジ ッ

ドが マ ドレー ヌ存 命 中,妻 はす べ て承 知 して い るの で はな いか とい う疑 念 を払

拭 で きな いで い た こ と,と りわ け そ の 死 後 は,こ の 疑 念 が しだ い に 確 信 に か

わ つて い つた こ と は分 か つて い る もの の,マ ドレー ヌ 自身 にか ん して は これ と

い っ た決 定 的 な証 拠 ・証 言 が な く,同 時 代 人 や 研 究 者 の 下 す 推 測 も け つ して一

様 で はな い。 そ れ だ け に この一 件 に かか わ る叙 述 が 本 書 中 もつ と も注 目す べ き

部 分 なの だ が,そ れ を検 討 す るま え に まず,今 日 まで の 代 表 的 な 見 解 を 略述 し

て お こ う。

マ ドレー ヌ は真 相 を知 って い た とす る の は マ ル シ ャ ン前 掲 書 で,同 書 はそ の

論 拠 と して,カ トリー ヌ誕 生 の前 年,彼 女 が昔 か ら大 切 に して いた エ メ ラル ド

の十 字 架 を 名 付 け子 で,シ ュ ラ ンベ ル ジ ェの娘 の サ ビー ヌ に与 え た こ とを 挙 げ

て い る。 つ ま り,こ の十 字 架 の つ い た首 飾 りは,マ ドレー ヌが ジ ッ ドとの 結 婚

を ま だ ま っ た く意識 して い な か つた ころ,い つ か 従 弟 が だ れ か と結 婚 して 女 の

子 が で き た と き に は,自 分 が名 付 け親 とな って与 え よ うと思 つて いた もの だ が

(そ の小 説 的転 移 は 『狭 き門 』 の なか に認 め られ る),こ れ を サ ビー ヌ に与 え た

の は,ジ ッ ドと エ リザ ベ ー トとの親 密 な関 係 を察 知 し,や が て 生 じるで あ ろ う

忌 ま わ しい結 果 に た いす る予 見 的 な否 定 行 為 だ つた とす る ので あ る16)。 これ に

た い し,シ ュ ラ ンベ ル ジ ェ前 掲 書 は,あ くま で非 断 定 的 な立 場 を貫 き,い ず れ

の可 能 性 もあ り う る と説 く。 つ ま り,知 らな か つた ので は な いか と思 わ せ る根

拠 と して は,同 じパ リ ・オ ー トゥイ ユ に在 住 し,生 活 文 化 環 境 が しば しば ジ ッ

ドの そ れ と重 な つて い た ジ ャ ン ヌや そ の夫 マ ル セ ル さえ,マ ド レー ヌの 死 後,

ジ ッ ドが カ トリー ヌを 養 女 に と つた と き,ま つた く意 外 な こ と とひ ど く驚 いた

こ とか ら見 て,キ ュ ヴ ェ ル ヴ ィル に まで 噂 が と どい て い た とは考 え に くい点 を

挙 げ る。 だ が他 方,手 紙 焼 失 事 件 の と きに も夫 に問 い た だ さ れ る まで はそ の 気
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ぶ りさえ窺わせなかったように,表 面的には泰然自若を装おうとするマ ドレー

ヌの性格と強い自制力から判断すれば,真 相を知 つていなが ら表にあ らわすこ

とがなか つただけという可能性 も十分 に考えられる,と 述べているのであ

る17)。さらに新庄前掲書は,マ ルシャン説をいかにも根拠薄弱 として退ける

いつぼう,シ ュランベルジェ論述の前半だけをとりあげ,こ れを同論述の結論

としながら,カ トリーヌの出生の秘密はマ ドレーヌも知 らなかったのではない

かという説に与 しているのである18)。

以上がこれまでに提出された代表的見解だが,そ のいずれもが結局は,可 能

性の優劣判定のうえに立ち,あ くまで推測であることをみずからの前提 とせざ

るをえなかつた。それにたいし本書の叙述は,マ ドレーヌは疑いなく真相を承

知 していたと断定するばか りか,こ れを裏付けるかのように目撃証人 として数

人の実名を挙げているのである。問題 となる叙述 は,彼 女がジッドにむかつ

て,非 嫡出子を産んだエリザベートの自由奔放な生活信条に触れ,哀 れみを口

にする場面(257-259頁)で は じまるが,こ の場面 じたいは 『プチッ ト・ダ

ムの手記』に記録 された夫婦間の会話にほぼ忠実にしたが つて構成されてい

る19)。衝撃的なのは,そ れにつづく数頁だ。要約 しよう

アヌシーでカ トリーヌが誕生 した翌月,キ ュヴェルヴィルにはヴァレリーの

娘アガ トが逗留 していた。ある晩,食 事 もすみ,客 が自室にさがったので,マ

ドレーヌは腰をおろし,そ の日とどいた郵便物に目をとおしはじめる。やがて

手紙の束のなかに 「友より」 とだけ記された差出人不明の一通を見いだす。そ

こには,エ リザベー トが女児を出産 したが,父 親はジッドであると書かれてい

たのだ。た しかに思いあたるふしがある。衝撃をうけ　然となつた彼女 は,夫

の不実なことばを思いださせるもののない場所をもとあて,お ぼつかぬ足 どり

で部屋をあとにする。階段をおり,玄 関の扉をあける。「スマ トラ」と名づけ

られた ブナ林をまわつて,畑 に出る。突然,彼 女は駆けはじある。 さまざまな

思いが脈絡 もなく頭に浮かんでは消える。なにもかもふり払わんとするかのよ

うに,彼 女は走 りつづける。だが,つ いには倒れこんで しまう。夜が明けて,

畑に出てきた小作人のサンドレとベルタンが彼女を発見する。大の字で地面に

横たわり,身 じろぎもせず両目を見ひらいた彼女 は,2人 が近づいてくるのに

も気づかなかつた。男たちに両腕を抱えられた惨めな帰宅。 うちひしがれ 口

もきけない彼女は,玄 関のステップの下に,不 安な面 もちで自分を待 つていた

逗留客の姿をみとめる。 アガ トのほうでも,な んと話 しかけてよいか分か ら

ず,た だ熱い紅茶をすすめることしかできない。小作人たちは恭 しくひきさが
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る(259-262頁)… …。 だ が 本書 に よ れ ば,カ トリー ヌ の出 生 を め ぐる問題 は

これ で終 わ った わ けで は な い。 そ れ か ら12年 後 の あ る 日,マ ドレー ヌは ふ た

た び,少 女 の 本 当 の 父親 は ジ ッ ドだ と断言 す る匿 名 の手 紙 を受 け と る。 今 度 の

手 紙 は ノル マ ンデ ィ ーで 投 函 さ れ て い た。 噂 が 夫 の 暮 らす パ リに と ど ま らず,

す で に キ ュ ヴ ェル ヴ ィル の ほ うに ま で伝 わ って い る こ と に動 転 した彼 女 は,ま

た独 りあの ブ ナ林 に 入 つて い く。 そ して8時 間 後,疲 れ き つて 姿 を あ らわ した

彼 女 は,た つた ひ と り この帰 宅 の さ ま を 目撃 した妹 の ジ ャ ンヌ に,か 弱 くほ ほ

笑 む ばか りだ った(306頁)… … 。

この驚 くば か りに 生 々 しい場 景 を ど の よ うに判 断 す れ ば よ い のだ ろ うか。 た

しか に先 の 例 と同 じ く,こ こで もた だ ち に い くつ か の疑 問 点 ・矛 盾 点 を 指 摘 す

る こ と はで き る。 まず マ ド レー ヌの常 軌 を逸 した行 動 の細 部 は,オ ー セ イユ の

叙 述 にお いて もだ れ ひ と り立 ち会 つた者 が い な い もの と して描 か れ て い るの だ

か ら,ま つた く根 拠 が な い と見 な さな け れ ば な らな い。 さ らに,時 を へ だ て て

届 い た2通 の 匿 名 書 簡 に して も,じ っ さ い に存 在 が 確 認 さ れ た もの な の か 否

か,ま つ た く不 明 で あ る。 シ ュ ラ ンベ ル ジ ェの証 言 に よ れ ば,最 晩 年 の ジ ッ ド

は マ ドレー ヌ に秘 密,あ るい は噂 の存 在 を暴 露 した と して 「あ る特 定 の人 物 の

不 作 法 」 を 非 難 して い た と い うか ら20),こ れ に も とつ い て著 者 が 独 自 に状 況 設

定 を創 作 したの だ と も考 え られ る。 した が つて本 書 の叙 述 に依 つて,カ トリー

ヌ の 出生 の真 相 を マ ドレー ヌが 知 って い た と即 断 す る の は あ ま りに危 険 で あ ろ

う。 だが その い つぼ う,実 子 問題 との 因果 関係 は別 に して,周 囲 の人 々 も目 に

した ことが な い ほ どマ ドレー ヌが と り乱 す こ とが手 紙 焼 失 事 件 後 に もあ つ た と

い う一 点 にか ぎ るな らば,い ず れ もす で に故 人 な が ら目撃 証 人 と して ジ ャ ンヌ

や,彼 女 と も親 しか った ア ガ ト ・ル アー ル=ヴ ァ レ リー(当 時 は未 婚)ら 数 人

の名 が挙 げ られ て い るだ け に,そ して これ を 明確 に否 定 し うる材 料 が な い だ け

に,軽 々 し くは あつ か え な い情 報 で あ る。 た だ し,そ の ば あ い で も不 審 な点 が

残 らな いで は な い。 す で に述 べ た よ うに,シ ュ ラ ンベ ル ジ ェ前 掲 書 を信 じる な

らば,マ ル セ ル ・ドル ー ア ン夫 妻 は少 な くと もマ ドレー ヌが 亡 くな る ま で は,

カ ト リー ヌ の実 父 が ジ ッ ドで あ る と は予想 だ に して い な か つた。 す る と彼 らの

息 子 ジ ャ ック は,母 の名 を 挙 げて マ ド レー ヌの極 度 の苦 悩 を証 言 しな が ら,他

方,こ の苦 悩 とカ トリー ヌ誕 生 との 因 果 関 係 に つ い て は正 反 対 の 内容 を オ ー セ

イ ユ に語 つた と考 え な け れ ば な らな い の か。 あ る い は こ の場 景 描 写 に は彼 の

「回 想 」 は も とか ら ま つ た く関 与 して い な いの か 。 だ が,本 書 冒頭 に丁 重 な謝

辞 を捧 げ られ た彼 が 証 言 して もいな いの に,著 者 が独 断 で そ の母 を 引 き あ い に
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出したとは考えにくいのではないか,な どなど……。

かくのごとくわれわれの問いは,明 確な回答をうることなく,堂 々めく・りを

つづけざるをえない。そ してことここにいたれば,あ えてつぎのような疑念を

表明することさえ許されよう。すなわち,事 実に立脚 した反論の提出によって

ではなく,む しろもうひとつべつの新たな神話を創出することで,す でに堅牢

に構築された承認 しがたい神話に対抗する,そ れこそが著者と証言者の選択し

た戦略だつたのではないか。そして彼 らにとっては,研 究者からの批判を呼ぶ

ことはもとより承知のうえだつたのではないか。なぜな らば,批 判が厳しけれ

ば厳 しいほど,あ る意味で新神話の流布には有益だともいえるのだから。 さす

れば,研 究者にとつて本書が存在する意義とは,ジ ッドの結婚生活を語 ること

の困難を今さらながらに浮きぼりにして見せた点にこそあるというべきなのだ

ろうか21)。
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